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「
平
沢
家
文
書
」
に
次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
り
ま
す
。

千
五
拾
石
也

久
慈
郡

か
し
村
の
内

乙

文
禄
四
年

七
月
十
六
日

（
黒
印
）

未

平
沢
主
膳

（
印
文
、
天
風
）

右
の
文
書
の
写
が
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
五
二
平

沢
常
季
家
蔵
文
書
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
五
拾
石
也

久
慈
郡

か
し
村
の
内

乙

文
禄
四
年

七
月
十
六
日

（
黒
印
）

未

平
沢
主
膳

原
本
で
あ
る
「
平
沢
家
文
書
」
の
「
千
五
拾
石
也
」

を
家
蔵
文
書
で
は
「
一
五
拾
石
也
」
と
し
て
い
ま
す
。

後
者
の
朱
字
に
「
千
」
を
「
一
」
と
す
る
理
由
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

書
き
換
え
ら
れ
た
文
書

～
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た

「
平
沢
家
文
書
」
か
ら
～

此
書
ノ
上
一
文
字
ヲ
以
テ
、
千
ノ
字
ニ
書
改
メ
、

千
五
拾
石
ト
ス
、
其
墨
色
一
ノ
字
ニ
追
テ
二
画
ヲ

書
加
ヘ
タ
ル
者
ナ
リ
、
文
禄
四
年
七
月
十
六
日
授

ル
所
ノ
知
行
黒
印
、
諸
士
今
ニ
伝
来
ス
ル
者
多
シ
、

各
上
ニ
一
文
字
ア
リ
テ
、
其
下
ニ
知
行
ノ
高
ヲ
何

百
何
拾
石
ト
書
ス
、
此
書
モ
又
上
ニ
一
文
字
ア
リ

テ
、
五
拾
石
ト
ア
ル
ヲ
奸
人
一
文
字
ヲ
千
ノ
字
ト

ス
ル
コ
ト
決
シ
テ
明
ナ
リ
、其
筆
迹
モ
又
異
ナ
リ
、

因
テ
千
ノ
字
ヲ
除
テ
五
拾
石
ト
書
ス
、

元
禄
・
宝
永
期
に
秋
田
藩
で
は
、
家
中
に
文
書
や
系

図
の
提
出
を
命
じ
ま
し
た
。
文
書
の
場
合
、
文
書
所
で

文
書
の
真
偽
や
家
蔵
者
の
検
討
を
行
い
、
藩
が
認
定
し

た
家
蔵
者
ご
と
に
文
書
を
写
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
と

め
た
も
の
が
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
で
す
。

右：「佐竹義宣黒印状」（平沢６）

左：「秋田藩家蔵文書」にある写し

文
書
提
出
に
際
し
て
、
家
の
歴
史
を
誇
示
す
る
た
め

に
、偽
文
書
を
作
成
し
て
提
出
す
る
家
中
も
い
ま
し
た
。

ま
た
自
分
の
祖
先
以
外
に
充
て
ら
れ
た
文
書
の
充
書
を

削
っ
た
り
、
自
分
の
先
祖
に
書
き
換
え
る
家
中
も
い
ま

し
た
。
な
か
に
は
伝
来
し
た
偽
文
書
を
そ
の
ま
ま
提
出

し
て
文
書
所
か
ら
焼
却
処
分
を
通
告
さ
れ
た
の
で
、
そ

れ
は
家
の
不
名
誉
だ
か
ら
困
る
と
訴
え
た
家
中
も
い
ま

し
た
（
最
後
の
ケ
ー
ス
は
今
年
度
末
刊
行
予
定
『
岡
本

元
朝
日
記
』
第
一
巻
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
）。

平
沢
の
場
合
は
、
文
書
を
書
き
換
え
ま
し
た
。
石
高

を
多
く
し
た
の
で
す
。
し
か
し
文
書
所
は
、
見
破
っ
た

の
で
す
。
墨
色
や
用
例
か
ら
の
判
断
は
、
今
日
と
同
じ

で
す
。

文
書
所
で
は
右
の
判
定
を
元
禄
一
二
年
に
平
沢
に
通

告
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
文
書
の
台
帳
で
あ
る
「
秋
田

藩
家
蔵
文
書
」
に
も
そ
の
旨
を
記
し
、
本
来
の
か
た
ち

を
写
し
た
の
で
す
。

平
沢
の
例
は
、
根
岸
茂
夫
氏
が
「
元
禄
期
の
修
史
事

業
」（
『
栃
木
史
学
』
第
五
号
、
一
九
九
一
）
九
〇
～
九

一
頁
で
、
「
伊
頭
園
茶
話
」
に
基
づ
い
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
寄
贈
で
、
当
該
史
料
の
原
本
が
当
館
所

蔵
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
一
」
を
「
千
」
と
し
ま
し
た
が
、
正
真
正
銘
の
原

本
で
あ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
し
、
佐
竹
義
重
が

弟
子
入
り
し
た
文
書
な
ど
、
「
平
沢
家
文
書
」
に
は
興

味
深
い
文
書
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
平
沢
家
文
書
」
で

多
く
を
占
め
る
「
平
沢
通
有
日
記
」
は
、
さ
き
ほ
ど
あ

げ
ま
し
た
『
岡
本
元
朝
日
記
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
、
通

有
が
秋
田
に
い
た
時
期
の
分
は
秋
田
市
歴
史
叢
書
に
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
史
料
を
当
館
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
旧
蔵
者
の
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

【
鈴
木

満
】
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前
号
で
紹
介
し
た
「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
の
原
寸
大
複

製
絵
図
を
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
一
日
公
開
し
ま

す
。
二
月
二
〇
日

（
金
）
一
一
～
一
六
時
、
会
場
は
地

下
展
示
室
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！
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謹
賀
新
年
。
今
年
も
本
欄
を
お
見
逃
し
な
く
ご
一
読

の
ほ
ど
願
い
奉
り
ま
す
。

今
回
は
、
年
始
に
ち
な
み
、
久
保
田
城
の
正
月
元
日

の
規
式
を
「
国
典
類
抄
」
「
御
亀
鑑
」
等
の
藩
政
史
料

か
ら
俯
瞰
し
、
藩
主
佐
竹
氏
と
そ
の
家
臣
の
主
従
関
係

に
つ
い
て
少
々
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
保
田
城
に
お
け
る
正
月
元
日
の
行
事
に
つ
い
て

は
、
「
国
典
類
抄
」
に
よ
れ
ば
「
梅
津
政
景
日
記
」
の

記
録
と
し
て
初
代
義
宣
の
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）

の
事
例
を
あ
げ
「
一

於
御
城
御
親
類
御
一
家
中
を
始

御
家
之
子
御
宿
老
中
老
諸
近
進
牢
人
衆
迄
夫
々
御
盃
被

下
候
由
御
馬
添
御
茶
屋
之
御
歩
衆
迄
御
召
出
御
盃
被
下

今
日
一
日
ニ
相
済
候
由
」
と
記
述
さ
れ
、
同
じ
く
元
和

五
年
（
一
六
一
九
）
正
月
朔
日
の
記
述
に
は
こ
れ
ら
の

人
々
が
一
番
御
座
衆
、
二
番
御
座
衆
、
三
番
御
座
衆
と

に
分
け
ら
れ
盃
を
頂
戴
し
た
と
あ
り
、
賜
杯
が
家
格
順

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

佐
竹
家
臣
団
は
、
い
わ
ゆ
る
大
身
と
平
士
で
構
成
さ

れ
、
大
身
は
引
渡
（
御
苗
字
衆
・
門
閥
）
・
廻
座
（
譜

代
家
臣
・
勲
功
将
士
）
、
平
士
は
一
騎
・
駄
輩
・
不
肖

と
い
っ
た
家
格
で
更
に
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
引
渡
と
廻
座
に
つ
い
て
は
正
月
規
式
の
配
座
を
記
録

に
残
し
、
家
臣
の
家
格
と
し
て
の
士
分
と
序
列
を
明
示

し
た
訳
で
す
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

久
保
田
城
の
正
月
規
式
か
ら
見
た

佐
竹
家
臣
団

掲
載
し
て
い
る
座
席
配
置
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇

八
）
正
月
元
日
の
引
渡
一
番
座
の
も
の
で
す
が
、
こ
の

こ
ろ
に
は
一
番
座
と
二
番
座
は
引
渡
、
廻
座
に
は
特
に

番
数
は
な
い
け
れ
ど
も
氏
名
は
き
ち
ん
と
序
列
順
に
記

録
さ
れ
て
お
り
、
元
和
五
年
の
三
番
御
座
衆
は
実
は
廻

座
の
面
々
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

（
「
御
亀
鑑

秋
府
二
十
七
」
）。

そ
れ
で
は
、
早
速
同
年
元
日
の
九
代
藩
主
佐
竹
義
和

よ
り
の
杯
（
土
器
）
頂
戴
の
儀
式
に
お
け
る
上
級
家
臣

の
座
列
を
、「
御
亀
鑑
」
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
最
初
は
引
渡
一
番
座
で
、
最
上
席
は
闕
座
で
は

あ
る
が
藩
政
初
期
の
重
臣
芦
名
氏
と
記
さ
れ
、
次
い
で

佐
竹
河
内
（
五
五
七
〇
石
・
北
家
・
角
館
所
預
）
、
佐

竹
石
見
（
六
九
五
七
石
・
西
家
・
大
館
所
預
）
、
石
塚

源
一
郎
（
一
一
〇
四
石
・
文
化
八
年
御
相
手
番
）
、
大

山
日
向
（
六
九
五
石
・
院
内
所
預
）
、
戸
村
十
太
夫
（
六

五
五
五
石
・
横
手
所
預
）
、
今
宮
大
学
（
五
三
一
石
）
、

小
野
岡
大
和
（
一
〇
五
六
石
・
文
化
八
年
家
老
）
、
岡

本
又
太
郎
（
一
六
八
〇
石
・
家
老
）
、
古
内
蔵
人
（
五

八
九
石
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
渡
に
は
二
番
座
も

あ
り
、
合
わ
せ
て
十
九
名
が
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
番
座
か
ら
重
職
在
任
者
を
抜
き
書
き
す
れ
ば
、
佐
竹

山
城
（
六
三
二
八
石
・
東
家
・
久
保
田
城
下
在
住
）
、

佐
竹
左
衛
門
（
五
五
三
二
石
・
南
家
・
湯
沢
所
預
）
、

多
賀
谷
下
総
（
三
八
三
二
石
・
檜
山
所
預
）
、
宇
都
宮

帯
刀
（
七
八
四
石
・
文
化
八
年
家
老
）
、
茂
木
幸
楠
（
三

八
八
三
石
・
十
二
所
所
預
）
な
ど
で
、
引
渡
の
家
格
は
、

所
預
な
い
し
は
家
老
職
な
ど
藩
の
領
国
支
配
の
中
枢
を

な
す
家
柄
と
さ
れ
ま
し
た
。

引
渡
が
終
わ
る
と
、
次
は
廻
座
の
面
々
で
五
九
名
が

配
座
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
年
の
家
老
で
あ
る
小
野

崎
庄
九
郎
（
九
八
一
石
）
、
大
越
十
郎
兵
衛
（
八
九
〇

石
）、
疋
田
斎
（
九
六
六
石
）
、
御
座
奉
行
御
相
手
番
の

向
飛
騨
（
二
五
四
二
石
）
、
同
渋
江
堅
治
（
二
九
六
二

石
）
、
御
座
奉
行
大
御
番
頭
寺
崎
藤
九
郎
（
五
〇
八
石
）
、

同
小
瀬
又
七
郎
（
三
二
四
石
）
、
文
化
八
年
に
御
相
手

番
に
任
ぜ
ら
れ
る
梅
津
小
太
郎
（
三
四
四
九
石
）
な
ど

多
士
済
々
で
す
（
知
行
高
は
文
化
八
年
の
分
限
帳
に
拠

り
ま
し
た
）
。

渋
江
堅
治
は
「
渋
江
和
光
日
記
」
で
お
な
じ
み
の
渋

江
和
光
で
、
文
化
四
年
に
御
相
手
番
と
な
り
、
こ
の
年

に
は
御
座
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
配
座
の
責
任

者
と
し
て
頭
を
悩
ま
せ
た
こ
と
が
、
日
記
か
ら
も
う
か

が
え
ま
す
。

【
渡
部
紘
一
】

文化五年正月元日引渡一番座

（「御亀鑑 秋府二十七」ＡＳ２８９－１８－１－２７）


